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唐
代 

仁
王
会
本
尊
考

は
じ
め
に

五
大
力
菩
薩
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
わ
が
国
の
仁
王
会
に
際
し
て
勧
請
さ
れ

た
本
尊
で
あ
り
、
五
尊
一
組
の
構
成
と
な
る
。
そ
の
主
尊
は
坐
像
で
あ
ら
わ

れ
、
こ
れ
に
四
尊
が
と
も
に
片
脚
を
勢
い
よ
く
屈
し
て
上
げ
、
も
う
一
方
の
脚

で
踏
み
立
ち
（
い
わ
ゆ
る
「
丁
字
立
ち
」）、
主
尊
の
左
右
に
二
体
ず
つ
付
き
従

う
態
と
な
る
。
か
つ
、
五
尊
は
い
ず
れ
も
炎
髪
忿
怒
の
明
王
の
姿
か
た
ち
と
な

る
。
そ
の
平
安
時
代
に
遡
る
絵
画
の
遺
例
に
は
和
歌
山
・
高
野
山
有
志
八
幡
講

十
八
箇
院
所
蔵
の
そ
れ
（
国
宝
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
彫
刻
作
例
に
つ
い

て
は
絵
画
作
例
ほ
ど
遺
例
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
が
、
五
体
を
完
備
し
治
承
二
年

（
一
一
七
八
）
の
造
像
銘
記
を
像
内
に
残
す
茨
城
・
五
大
力
堂
本
尊
像（
１
）

が
近
年

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
五
大
力
菩
薩
の
各
尊
名
は
鳩
摩
羅
什
訳
『
仁
王
経
（
正
式

名
称
は
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
）』
に
拠
っ
て
い
る
が
、
炎
髪
忿
怒
の
明
王
の
姿
か

た
ち
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
姿
態
と
も
ど
も
そ
こ
に
は

何
ら
言
及
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
像
容
に
は
不
空
訳
の
『
仁
王
経
（
正
式

名
称
は
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
）』
と
そ
の
細
説
の
役
割
を
果
た
し
た
同
じ

く
不
空
の
訳
出
に
な
る
と
い
う
『
仁
王
念
誦
儀
軌
（
正
式
名
称
は
仁
王
護
国
般

若
波
羅
蜜
多
経
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
）』
の
反
映
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
説
く
と
こ
ろ
と
も
す
べ
て
が
合
致
す
る
訳
で
は
な

い
。
加
え
て
、
五
大
力
菩
薩
の
図
像
の
成
立
地
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
中
国
本
土

と
み
る
の
か
、
日
本
と
み
る
の
か
、
仮
に
後
者
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
奈
良
時
代
に
ま
で
遡
り
得
る
の
か
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
か
ら
な
の
か
、
い

ま
だ
十
分
に
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
複
雑
に
し
て
い
る
一
因
は
、
中
国
に
お
い
て
『
仁
王
経
』
に
も
と
づ
き
執
り

行
わ
れ
た
仁
王
会
の
本
尊
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
現
地
に
お
け
る
遺
例

が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
態
の
把
握
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

本
論
は
わ
が
国
に
お
け
る
五
大
力
菩
薩
を
め
く
る
上
述
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
直
接
解
き
明
か
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を
考
え

る
前
提
と
し
て
、
不
空
に
よ
る『
仁
王
経
』訳
出
を
契
機
に
旧
訳（
鳩
摩
羅
什
訳
）

か
ら
新
訳
（
不
空
訳
）
へ
と
依
拠
経
典
が
切
り
替
わ
っ
て
ゆ
く
な
か
で
唐
代
仁

王
会
の
本
尊
に
、
ど
の
よ
う
な
尊
像
が
勧
請
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
手
が

か
り
を
日
本
か
ら
の
入
唐
留
学
僧
が
帰
朝
に
際
し
て
も
た
ら
し
た
請
来
図
像
の

う
ち
に
求
め
な
が
ら
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
そ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
本
論
で
考
察
の
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
作
例
は
、

日
本
の
密
教
美
術
研
究
に
お
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
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は
標
題
に
か
か
わ
る
遺
例
の
一
端
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
捉
え
、
考
察

を
め
ぐ
ら
せ
て
み
た
い
。

一
、
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
と
「
五
方
菩
薩
」

『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
疏
』
は
、
不
空
が
訳
出
し
た
『
仁
王
経
』
の

注
釈
書
と
し
て
唐
・
永
泰
二
年
（
七
六
六
）
に
良
賁
が
著
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。 

上
巻
の
序
品
に
は
『
仁
王
経
』
の
訳
出
本
に
は
、
⑴ 

西
晋
・
泰
始
三
年

（
二
六
七
）
に
竺
法
護
が
訳
出
し
た
一
巻
本
（
晋
本
）、
⑵ 

後
秦
・
弘
始
三
年 

（
四
〇
一
）
に
鳩
摩
羅
什
が
訳
し
た
二
巻
本
（
秦
本
）、
⑶ 

梁
・
承
聖
三
年 

（
五
五
四
）
に
波
羅
末
陀
が
訳
し
た
一
巻
本
（
梁
本
）、
そ
し
て
新
た
に
、
⑷ 

永

泰
元
年
に
不
空
が
訳
出
し
た
そ
れ
が
加
わ
る
と
述
べ
る
。
あ
わ
せ
て
、
不
空
訳

出
の
当
時
、
既
に
⑴
の
晋
本
と
⑶
の
梁
本
は
散
逸
し
て
、
先
行
す
る『
仁
王
経
』

は
、
⑵
の
秦
本
（
鳩
摩
羅
什
訳
）
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
言
及
が
あ
る（
２
）。

ち
な
み
に
、
か
の
良
賁
は
、
不
空
指
揮
の
も
と
『
仁
王
経
』
訳
出
事
業
に
従

事
し
た
関
係
者
二
十
五
人
の
訳
場
列
位
に
あ
っ
て
第
三
席
に
あ
り
、
不
空
に
よ

る
口
述
訳
出
を
筆
記
す
る
と
と
も
に
そ
の
場
で
文
章
を
整
え
る「
筆
受
兼
潤
文
」

の
役
を
担
っ
た
僧
で
あ
っ
た（

３
）。

た
だ
し
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
不
空
訳
出
の『
仁
王
経
』

に
は
旧
訳
（
鳩
摩
羅
什
訳
）
と
も
ど
も
、
訳
出
の
対
象
と
な
っ
た
梵
本
が
存
在

せ
ず
、
そ
の
実
は
旧
訳
に
密
教
的
解
釈
を
加
え
て
再
治
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い（

４
）。

そ
の
こ
と
は
修
法
の
本
尊
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
に
お
い
て
も
歴
然
と
し
て
い

る
。
試
み
に
旧
訳
「
受
持
品
」
第
七
に
あ
ら
わ
れ
た
「
五
大
力
菩
薩
」
の
所
説

と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
新
訳
「
奉
持
品
」
第
七
の
「
五
方
菩
薩
」
を
説
い
た
箇

所
を
原
文
で
示
し
て
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る（

５
）（

原
文
の

呈
示
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
訳
と
新
訳
の
文
言
の
対
応
関
係
が
わ
か
る
よ
う
、
文
言
は

そ
の
ま
ま
に
恣
意
に
改
行
を
お
こ
な
い
文
頭
に
番
号
を
付
し
た
）。

　

受
持
品
第
七

　

⑴ 

若
未
来
世
有
諸
国
王
、
護
持
三
宝
者
、
我
使
五
大
力
菩
薩
往
護
其
国
。

　

⑵ 

一
金
剛
吼
菩
薩
、
手
持
千
宝
相
輪
、
往
護
彼
国
。

　

⑶ 

二
龍
王
吼
菩
薩
、
手
持
金
輪
燈
、
往
護
彼
国
。

　

⑷ 

三
無
畏
十
力
吼
菩
薩
、
手
持
金
剛
杵
、
往
護
彼
国
。

　

⑸ 

四
雷
電
吼
菩
薩
、
手
持
千
宝
羅
網
、
往
護
彼
国
。

　

⑹ 

五
無
量
力
吼
菩
薩
。
手
持
五
千
剣
輪
、
往
護
彼
国
。

　

⑺ 

五
大
士
五
千
大
神
王
、
於
汝
国
中
大
作
利
益
、
当
立
像
形
而
供
養
之
。

　

奉
持
品
第
七

　

⑴�

若
未
來
世
有
諸
国
王
、
建
立
正
法
護
三
宝
者
、
我
令
五
方
菩
薩
摩
訶

薩
衆
往
護
其
国
。

　

⑵�

東
方
金
剛
手
菩
薩
摩
訶
薩
、
手
持
金
剛
杵
、
放
青
色
光
、
與
四
倶
胝

菩
薩
往
護
其
国
。

　

⑶�

南
方
金
剛
寶
菩
薩
摩
訶
薩
、
手
持
金
剛
摩
尼
、
放
白
色
光
。
與
四
倶

胝
菩
薩
往
護
其
国
。

　

⑷�

西
方
金
剛
利
菩
薩
摩
訶
薩
、
手
持
金
剛
剣
、
放
金
色
光
、
與
四
倶
胝

菩
薩
往
護
其
国
。

　

⑸�

北
方
金
剛
薬
叉
菩
薩
摩
訶
薩
、
手
持
金
剛
鈴
、
放
瑠
璃
色
光
。
與
四

倶
胝
藥
叉
往
護
其
国
。

　

⑹�

中
方
金
剛
波
羅
蜜
多
菩
薩
摩
訶
薩
、
手
持
金
剛
輪
、
放
五
色
光
、
與

四
倶
胝
菩
薩
往
護
其
国
。

　

⑺�
是
五
菩
薩
摩
訶
薩
、
各
與
如
是
無
量
大
衆
、
於
汝
国
中
作
大
利
益
。

当
立
形
像
而
供
養
之
。
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唐
代 

仁
王
会
本
尊
考

両
者
の
文
言
を
比
較
し
て
み
る
と
き
、
旧
訳
に
お
い
て
言
及
の
あ
る
「
五
大

力
菩
薩
」
と
新
訳
が
述
べ
る
「
五
方
菩
薩
」
の
間
に
対
応
関
係
が
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
よ
う
。
か
つ
、
新
訳
に
は
旧
訳
に
言
及
の
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の
方
位
と

持
物
か
ら
発
す
る
光
の
色（

６
）が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
長
部
和
男
氏
は
「
中
央
と
東
西
南
北
に
据
え
て
あ
る
五
菩
薩

は
金
剛
手
以
下
金
剛
界
三
十
七
尊
の
中
か
ら
選
び
出
し
た
も
の
」
と
の
見
解
を

示
し
て
い
る（

７
）。
長
部
氏
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
金
剛
界
曼
荼
羅
成
身
会
の
中
央

と
こ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
東
西
南
北
の
四
方
に
配
さ
れ
た
各
輪
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
「
北
方
金
剛
薬
叉
菩
薩
」
を
北
輪
の
四
親

近
菩
薩
（
業
・
護
・
牙
・
拳
）
の
う
ち
の
ど
れ
に
比
定
し
得
る
か
に
つ
い
て
は

検
討
を
要
す
る
も
の
の
、
ほ
か
の
各
尊
は
各
輪
中
に
確
か
に
そ
の
尊
名
を
見
出

し
得
る（

８
）。
そ
の
こ
と
を
思
え
ば
、
長
部
氏
の
見
解
は
概
ね
適
切
と
い
え
よ
う
。

詰
ま
る
と
こ
ろ
、
五
菩
薩
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
旧
訳
の
五
大
力
菩
薩
に
密
教

的
性
格
を
付
与
し
た
と
見
る
よ
り
、
そ
の
員
数
を
合
わ
せ
つ
つ
全
く
性
格
の
異

な
る
密
教
尊
を
そ
の
属
性
に
あ
る
方
位
に
配
慮
し
つ
つ
抽
出
し
入
れ
替
え
た
と

み
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
旧
訳
の
五
大
力
菩
薩
の
持
物
の
う
ち

に
あ
ら
わ
れ
た
「
金
剛
燈
」「
千
宝
羅
網
」
が
新
訳
（
不
空
訳
）
の
五
方
菩
薩

の
持
物
の
う
ち
に
見
出
し
難
く
、
ま
た
、
旧
訳
の
「
千
宝
相
輪
」「
五
千
剣
輪
」

に
つ
い
て
、
い
ず
れ
を
新
訳
の
「
金
剛
輪
」
に
比
定
す
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
解

釈
に
こ
れ
ま
で
悩
ま
さ
れ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
五
大
力
菩

薩
の
性
格
を
引
き
継
い
だ
尊
格
と
み
て
、
両
者
の
間
に
接
点
を
求
め
よ
う
と
す

る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
に
つ
い
て
の

細
説
の
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
同
じ
く
不
空
の
訳
出
と
さ
れ
る
『
仁
王
念
誦

儀
軌
』
で
あ
る
。
こ
の
儀
軌
に
つ
い
て
も
新
た
な
『
仁
王
経
』
に
合
わ
せ
て
、
こ

れ
を
補
足
す
べ
く
不
空
そ
の
人
に
よ
る
案
出
と
み
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
こ
で

は
「
五
方
菩
薩
」
に
つ
い
て
、「
法
輪
」
身
と
「
教
令
輪
」
身
と
い
う
二
輪
身
が

説
か
れ
て
お
り
、「
法
輪
」
身
は
「
現
真
実
身
」
と
し
て
、「
教
令
輪
」
身
は
「
示

威
怒
身
」
と
し
て
立
ち
現
れ
、
あ
わ
せ
て
各
菩
薩
の
眷
属
に
つ
い
て
の
言
及
が

な
さ
れ
て
い
る（

９
）。
そ
れ
ら
を
一
覧
に
し
て
み
る
と
別
掲
（
表
１
）
の
通
り
で
あ
る
。

第
五
中
方

第
四
北
方

第
三
西
方

第
二
南
方

第
一
東
方

金
剛
波
羅
蜜
多
菩
薩

金
剛
薬
叉
菩
薩

金
剛
利
菩
薩

金
剛
宝
菩
薩

金
剛
手
菩
薩

五
方
菩
薩
名

金
剛
輪

金
剛
鈴

金
剛
剣

金
剛
摩
尼

金
剛
杵

持
物

五
色
光

瑠
璃
色
光

金
色
光

白
色
光

青
色
光

光
色

転
法
輪
菩
薩

摧
一
切
魔
怨
菩
薩

文
殊
師
利
菩
薩

虚
空
蔵
菩
薩

普
賢
菩
薩

法
輪
身
の
名
称

威
怒
不
動
金
剛

威
怒
淨
身
金
剛

示
現
四
臂

威
怒
六
足
金
剛

手
臂
各
六
、
坐
水
牛
上

威
怒
甘
露
軍
荼
利
金
剛

示
現
八
臂

威
怒
降
三
世
金
剛

三
頭
八
臂

教
令
輪
身
の
名
称
と
尊
容

天
帝
釈
、
無
量
諸
天

多
聞
天
王
、
無
量
藥
叉
衆
・
羅
刹
娑
衆

広
目
天
王
、
無
量
諸
龍
・
富
單
那
衆

増
長
天
王
、
無
量
畔
茶
衆
・
薜
茘
多
衆

持
国
天
王
、
無
量
乾
闥
婆
衆
・
毘
舍
闍
衆

眷
属

表
１　

不
空
訳
出
の
『
仁
王
経
』
と
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
が
説
く
「
五
方
菩
薩
」
と
そ
の
属
性
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二
、
請
来
図
像
に
み
る
「
五
方
菩
薩
」

　
　
─�

円
珍
請
来
本
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」
と�

空
海
御
筆
様
「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
─

不
空
に
よ
る
『
仁
王
経
』
訳
出
事
業
は
皇
帝
代
宗
の
永
泰
元
年
（
七
六
五
）

に
不
空
指
揮
の
も
と
長
安
の
宮
城
内
に
お
け
る
大
明
宮
の
内
道
場
で
実
施
さ

れ
、
訳
出
後
も
大
明
宮
に
留
め
置
か
れ
た
と
い
う
。
こ
の
訳
出
事
業
は
訳
場
の

提
供
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
皇
帝
代
宗
の
多
大
な
期
待
を
寄
せ
る
も

の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
と
す
れ
ば
訳
出
後
に
大
安
国
寺
上
座
臨
壇
大
徳
沙
門
乗
如
に

よ
っ
て
経
典
の
領
布
と
経
説
の
定
め
る
儀
式
規
範
に
も
と
づ
く
百
法
師
・
百
高

座
の
設
置
を
求
め
る
こ
と
の
上
奏
と
、
こ
れ
を
承
け
て
皇
帝
の
認
可
が
あ
っ
た

こ
と
も
、
さ
ら
に
は
皇
帝
の
意
向
に
よ
り
長
安
城
内
の
西
明
寺
と
資
聖
寺
に
お

い
て
新
訳
の
『
仁
王
経
』
を
講
じ
る
べ
く
、
禁
軍
の
護
衛
の
も
と
こ
の
新
訳 

経
が
も
の
も
の
し
く
大
明
宮
よ
り
搬
出
さ
れ
た
こ
と
も（

（1
（

、
い
ず
れ
も
旧
訳
（
鳩

摩
羅
什
訳
）
に
替
わ
り
得
る
『
仁
王
経
』
と
し
て
の
権
威
付
け
に
効
果
的
に
は 

た
ら
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
権
威
づ
け
の
な
さ
れ
た
不
空
新
訳 

の
『
仁
王
経
』
に
も
と
づ
く
唐
代
の
仁
王
会
に
際
し
、
ど
の
よ
う
な
尊
像
が
本

尊
と
し
て
勧
請
を
み
た
か
に
つ
い
て
は
、
か
の
地
の
遺
例
が
全
く
知
り
得
な
い

た
め
、
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
手
が
か
り
は
九
世
紀
前
半
に
あ
っ
て
日
本
か
ら
の
入
唐
留
学
僧
が
帰
朝
時

に
も
た
ら
し
た
、
い
わ
ゆ
る
請
来
図
像
の
な
か
に
求
め
得
る
よ
う
に
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
論
者
が
注
目
す
る
の
は
以
下
の
二
件
の
図
像
に
あ
る
。

⑴ 

円
珍
請
来
本
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」

そ
の
一
つ
は
、
心
覚
（
一
一
一
七
～
八
一
）
編
『
別
尊
雑
記
』
に
収
録
さ
れ

た
こ
と
で
今
日
ま
で
情
報
が
伝
わ
っ
た
「
智
證
大
師
請
来
」
を
傍
ら
書
き
す
る

白
描
図
像「
五
菩
薩
五
忿
怒
」（
挿
図
１
）で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の「
智

證
大
師
」
と
は
円
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）
の
こ
と
を
指
す
。

か
の
円
珍
は
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
七
月
に
新
羅
商
人
の
船
で
出
航
し
、
八

月
に
中
国
・
福
州
の
地
に
着
岸
・
上
陸
し
た
。
翌
々
年
五
月
、
長
安
入
城
を
果

た
し
、
青
龍
寺
に
お
い
て
法
全
よ
り
教
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
大
興
善
寺
に

お
い
て
智
慧
輪
と
知
遇
を
得
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
帰
国
は
そ
の
五
年
後

の
天
安
二
年
（
八
五
八
）
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。

「
五
菩
薩
五
忿
怒
」
は
円
珍
帰
国
後
に
持
ち
帰
っ
た
経
典
儀
軌
類
を
は
じ
め

と
す
る
法
文
物
を
書
き
上
げ
て
上
奏
し
た
目
録
類
の
な
か
に
は
記
載
を
み
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
録
外
の
請
来
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
九
世
紀
末
に
安
然
が
撰

述
し
た
『
諸
阿
闍
梨
真
言
部
類
惣
録
（
い
わ
ゆ
る
「
八
家
秘
録
」）』
に
そ
の
一

端
が
窺
え
る
と
こ
ろ
か
ら（

（1
（

、
信
を
置
い
て
よ
い
。

こ
こ
で
『
別
尊
雑
記
』
に
収
録
を
み
た
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」
に
目
を
向
け
て

み
る
と
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
坐
像
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
と
も
に
、
菩
薩
と
忿

怒
明
王
が
一
尊
ず
つ
組
を
作
っ
て
描
出
さ
れ
て
お
り
、
各
尊
の
傍
ら
に
は
尊
名

が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
色
味
に
か
か
わ
る
書
き
込
み
が
随
所
に
あ

る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
（
正
本
）
は
彩
色
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
ち
な
み

に
、
こ
の
う
ち
の
「
五
忿
怒
」
を
五
幅
に
描
き
分
け
た
彩
色
本
の
遺
例
に
は
、

十
一
世
紀
末
の
開
眼
年
紀
を
伴
う
こ
と
で
知
ら
れ
る
岐
阜
・
来
振
寺
本（

（1
（

が
あ

る
。各

菩
薩
と
明
王
に
付
さ
れ
た
尊
名
と
持
物
、
お
よ
び
、
方
位
に
つ
い
て
は
明

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
五
忿
怒
の
尊
容
か
ら
判
別
で
き
る
そ
れ
を
臂
数
等
の
視

覚
的
特
徴
と
も
ど
も
書
き
出
し
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

中
央
「
金
剛
波
羅
蜜
」（
輪
宝
）

　
　
　

「
不
動
」
明
王
（
一
面
二
臂
・
岩
座
）
と
眷
属
従
者
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唐
代 

仁
王
会
本
尊
考

　

東
方
「
金
剛
手
菩
薩
」（
三
鈷
杵
も
し
く
は
五
鈷
杵
）

　
　
　

「
降
三
世
」
明
王
（
三
面
八
臂
・
岩
座
）
と
眷
属
従
者

　

南
方
「
虚
空
蔵
菩
薩
」（
如
意
宝
珠
）

　
　
　

「
軍
荼
利
」
明
王
（
一
面
八
臂
・
蓮
華
座
）
と
眷
属
従
者

　

西
方
「
文
殊
師
利
菩
薩
」（
利
剣
と
青
蓮
華
上
の
三
鈷
杵
）

　
　
　

「
大
威
徳
」
明
王
（
六
面
六
臂
六
足
・
水
牛
座
）
と
眷
属
従
者

　

北
方
「
摧
一
切
魔
菩
薩
」（
金
剛
鈴
と
蓮
台
上
に
二
牙
）

　
　
　

「
烏
蒭
沙
摩
」
明
王
（
一
面
四
臂
・
蓮
華
座
）
と
眷
属
従
者

各
菩
薩
に
付
さ
れ
た
尊
名
（「　

」
内
）
は
、
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
に

説
か
れ
る
「
五
方
菩
薩
」
の
名
称
と
共
通
す
る
も
の
（
東
方
「
金
剛
手
菩
薩
」、

中
央
「
金
剛
波
羅
蜜
」）
と
、「
五
方
菩
薩
」
の
「
法
輪
」
身
名
で
記
す
も
の
（
南

方
「
虚
空
蔵
菩
薩
」、
西
方
「
文
殊
師
利
菩
薩
」、
北
方
「
摧
一
切
魔
菩
薩
」）
が
混

在
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
各
菩
薩
の
持
物
に
留
意
し
て
み
る
と

き
、
い
ず
れ
も
「
五
方
菩
薩
」
の
持
物
（
表
１
参
照
）
と
合
致
し
て
い
る
。

一
方
、「
五
忿
怒
」
に
つ
い
て
は
、『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
が
説
く
「
五
方
菩
薩
」

の
「
教
令
輪
」
身
と
さ
れ
る
各
尊
と
、
そ
の
臂
数
等
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る

（
同
じ
く
表
１
参
照
）。
な
お
、
こ
の
「
五
忿
怒
」
の
う
ち
、
通
例
の
呼
称
と
異

な
る
尊
名
に
つ
い
て
ひ
と
言
付
け
加
え
て
お
く
と
、『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
に
お

い
て
北
方
の
「
金
剛
薬
叉
菩
薩
」
の
「
教
令
輪
」
身
に
は
「
浄
身
金
剛
」
の
尊

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
般
に
金
剛
夜
叉
明
王
の
こ
と
を
指
す
が（

（1
（

、

頼
瑜
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）
撰
『
秘
鈔
問
答
』
に
は
、
こ
れ
を
烏
枢
瑟
摩

明
王
と
す
る
解
釈
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（1
（

。
そ
の
こ
と
を
思
え
ば
「
五
忿

怒
」
の
う
ち
に
あ
ら
わ
れ
た
北
方
の
そ
れ
（「
烏
蒭
沙
摩
」
明
王
、
挿
図
１-

（11）
）

と
齟
齬
す
る
も
の
で
な
い
。
加
え
て
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
に
い
う
と
こ
ろ
の
西

方
の
「
六
足
金
剛
」
が
大
威
徳
明
王
を
指
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ

こ
に
「
坐
水
牛
上
」
と
説
か
れ
る
こ
と
も
、「
五
忿
怒
」
に
描
か
れ
た
と
こ
ろ
（
挿

図
１-

（12）
）
と
一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
円
珍
の
録
外
請
来
品
と
さ
れ
る
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」
に
あ
ら
わ
れ

た
五
大
明
王
は
、
円
珍
門
流
（
寺
門
系
）
の
五
大
明
王
と
の
認
識
の
も
と
、
そ

れ
ら
は
す
べ
て
が
坐
像
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
威
徳
明
王
が
左
右
真

手
を
胸
前
に
お
い
て
結
印
せ
ず
、
弓
に
矢
を
つ
が
え
る
様
態
で
あ
ら
わ
さ
れ
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
金
剛
夜
叉
明
王
が
烏
枢
瑟
摩
明
王
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
な

ど
に
お
い
て
異
形
の
五
大
明
王
と
い
う
認
知
が
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」
に
描
か
れ
た
五
菩
薩
の
持
物
が
い
ず
れ
も

不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
五
方
菩
薩
」
の
持
物
と
合
致
す

る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
先
行
研
究（

（1
（

に
お
い
て
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
「
五
菩
薩
五

忿
怒
」
の
図
像
こ
そ
は
、
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
と
そ
の
細
説
『
仁
王
念
誦

儀
軌
』
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
「
五
方
菩
薩
」
と
そ
の
「
教
令
輪
」
身
の
尊
容

を
描
き
出
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
入
唐
留
学
を
果
た

し
た
円
珍
に
よ
っ
て
か
の
地
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
そ
れ
ら
は

ま
さ
し
く
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
に
も
と
づ
い
て
勧
請
さ
れ
た
唐
代
仁
王
会

の
本
尊
の
一
端
を
伝
え
て
い
た
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
よ
う
に
考

え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
と
み
る
と
き
「
五
菩
薩
」
の
傍
ら
に
付
さ
れ
て
い
た
尊

名
に
つ
い
て
、「
五
方
菩
薩
」
の
尊
名
を
記
す
も
の
と
、
そ
の
「
王
輪
」
身
の

尊
名
を
記
す
も
の
が
混
在
す
る
こ
と
の
う
ち
に
、「
五
方
菩
薩
」
が
慈
悲
相
を

も
っ
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
自
体
、
そ
れ
が
「
王
輪
」
身
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

⑵ 
空
海
御
筆
様
「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」

と
こ
ろ
で
、
入
唐
留
学
僧
が
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』

に
説
く
と
こ
ろ
の
「
五
方
菩
薩
」
の
尊
容
に
か
か
わ
る
図
像
と
し
て
、
さ
ら
に
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挿図１－⑴　金剛波羅蜜菩薩・不動明王ならびに眷属従者
（仁和寺本『別尊雑記』所載 「五菩薩五忿怒」のうち）

挿図 1－⑶　金剛手菩薩ならびに降三世明王ならびに眷属従者（同）

挿図 1－⑸　虚空蔵菩薩ならびに軍荼利明王ならびに眷属従者（同）

挿図１－⑵　金剛波羅蜜菩薩　
持物（同）

挿図 1－⑷　金剛手菩薩　
持物（同）

挿図 1－⑹　虚空蔵菩薩　
持物（同）
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唐
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挿図 1－⑺　文殊師利菩薩ならびに大威徳明王ならびに眷属従者（同）

挿図 1－⑼　摧一切魔恐菩薩ならびに烏枢瑟摩（表記は「烏蒭沙摩」）
明王ならびに眷属従者（同）

挿図 1－⑾　烏枢瑟摩明王（同）

挿図 1－⑻　文殊師利菩薩　
持物（同）

挿図 1－⑽　摧一切魔恐菩薩　
持物（同）　

挿図 1－⑿　大威徳明王（同）
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等
閑
視
で
き
な
い
の
が
、
空
海
の
「
御
筆
様
」
と
伝
承
さ
れ
る
「
仁
王
経
五
方

諸
尊
図
（
仁
王
経
法
本
尊
像
と
も
）」
と
呼
ば
れ
る
白
描
図
像
に
あ
る
。
こ
の
図

像
に
つ
い
て
は
伝
来
等
を
含
め
て
先
行
研
究
の
蓄
積
が
あ
り（

（1
（

、
こ
こ
で
は
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
つ
つ
専
ら
そ
こ
に
見
て
取
る
こ
と
の
で
き
る
図
像
表
現
に
焦
点
を

あ
て
て
眺
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

当
該
図
像
の
遺
例
に
は
、
平
安
末
期
に
遡
る
醍
醐
寺
本
と
鎌
倉
時
代
の
東
寺

本
（
挿
図
２
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
平
安
後
期
の
図
像
集
あ
る
い

は
口
决
集
類
に
も
そ
の
図
像
に
つ
い
て
の
概
要
と
言
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

た
だ
し
描
写
の
詳
細
を
知
り
得
る
点
で
は
こ
の
二
本
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ

う
。両

本
は
と
も
に
五
図
か
ら
な
り
、
各
図
は
上
段
に
菩
薩
立
像
と
筋
骨
隆
々
と

し
た
忿
怒
明
王
の
立
像
を
配
し
、
下
段
に
は
五
大
明
王
と
眷
属
を
伴
っ
た
四
天

王
・
帝
釈
天
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
尊
ず
つ
立
像
で
配
し
て
い
る
。
東
寺
本「
北
方
」

図
の
旧
裏
端
書
か
ら
正
本
は
「
絹
」
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
そ
の

こ
と
は
正
本
が
彩
色
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に

東
寺
本
の
ほ
か
、
図
像
集
・
口
决
集
類
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
拠
る
な
ら
ば
、「
南

方
」
図
に
つ
い
て
は
欠
図
と
な
っ
て
い
た
が
、
画
僧
と
し
て
も
知
ら
れ
た
珍
海

（
一
〇
九
二
～
一
一
五
二
）
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
と
い
う（

（2
（

。
こ
の
補
作
伝
承
が
事

実
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
錦
織
亮
介
氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り（

（2
（

、
他

の
四
図
を
も
と
に
そ
れ
ら
し
く
作
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
こ
こ
で
の
考
察
の
対
象
は
、
当
初
の
尊
容
を
伝
え
た
「
東
方
」「
西

方
」「
北
方
」「
中
方
」
の
各
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
試
み
に
四
図
に
墨
書
さ

れ
た
方
位
と
色
相
、
お
よ
び
上
段
の
菩
薩
、
下
段
の
明
王
と
眷
属
の
中
心
尊

（
神
将
）
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た
尊
名
に
つ
い
て
の
墨
書
を
抜
き
出
し
て
み
る

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

東
方
図
「
東
方 

青
色
」

　
　
　

 　
「
普
賢
大
聖
」「
降
三
世
」「
持
国
天
王
」

　

西
方
図
「
西
方 

金
色
」

　
　

 　
　
「
曼
殊
室
利
菩
薩
」「
六
足
尊
」「
廣
目
天
王
」

　

北
方
図
「
北
方 

瑠
璃
色
」

　
　

 　
　
「
摧
一
切
魔
恐
菩
薩
」、「
金
剛
薬
叉
」、「
多
聞
天
王
」

　

中
央
図
「
中
方 

五
色
光
」

　
　

 　
　
「
金
剛
波
羅
蜜
菩
薩
」「
亦 

転
法
輪
菩
薩
」「
不
動
尊
」「
帝
釈
」

こ
れ
ら
の
記
載
は
い
ず
れ
も
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
と
そ
の
細
説
『
仁
王

念
誦
儀
軌
』に
言
及
の
あ
る「
五
方
菩
薩
」に
付
さ
れ
た
方
位
、
光
色
、
王
輪
身
、

教
令
輪
身
、
眷
属
の
中
心
尊
に
つ
い
て
の
言
及
（
表
１
参
照
）
と
一
致
し
て
い

る
。
な
お
、
中
央
図
に
あ
っ
て
は
上
段
の
慈
悲
相
の
菩
薩
の
右
傍
ら
に
「
金
剛

波
羅
蜜
菩
薩
」、
左
傍
ら
に「
亦 

転
法
輪
菩
薩
」の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
が
、『
仁

王
念
誦
儀
軌
』の
所
説
を
踏
ま
え
る
と
後
者
の
表
記
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う（
後

述
）。こ

こ
に
至
っ
て
各
図
上
段
に
配
さ
れ
た
筋
骨
隆
々
と
し
た
忿
怒
の
明
王
像

（
後
掲
挿
図
11
〜
14
参
照
）
の
傍
ら
に
付
さ
れ
た
尊
名
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
以

下
の
通
り
で
あ
る
（
括
弧
内
に
臂
数
と
持
物
を
併
記
し
た
）。

　

東
方
図
「
金
剛
手
菩
薩
」（
二
臂
、
火
焔
を
伴
う
直
剣
・
蓮
台
付
輪
宝
）

　

北
方
図
「
金
剛
薬
叉
菩
薩
」（
六
臂
、
長
杖
・
宝
棒
・
三
鈷
杵
・
直
剣
・
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

柄
斧
）

　

西
方
図
「
金
剛
利
菩
薩
」（
二
臂
、
火
焔
を
伴
う
直
剣
）

　

中
央
図
「
金
剛
到
岸
菩
薩
」（
二
臂
、
火
焔
を
伴
う
屈
曲
剣
・
輪
宝
）
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挿図 2-（2）　北方図（同）

挿図 2-（4）　中央図（同）

挿図 2-（1）　西方図
（東寺本「仁王経五方諸尊図」のうち）

挿図 2-（3）　東方図（同）
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こ
れ
ら
の
う
ち
、
東
方
図
・
北
方
図
・
西
方
図
の
菩
薩
名
は
、
不
空
新
訳
の

『
仁
王
経
』
と
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
五
方
菩
薩
」
の
尊
名

と
合
致
し
て
い
る
。
一
方
、
中
央
図
に
あ
っ
て
「
金
剛
到
岸
菩
薩
」
と
表
記
を

み
る
こ
と
は
、
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
と
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
に
「
金
剛
波

羅
蜜
多
菩
薩
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
相
違
す
る
か
の
よ
う
で
も
あ

る
。
た
だ
し
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
の
中
方 

金
剛
波
羅
蜜
多
菩
薩
を
説
い
た
箇

所
に
は
「
解
曰
言
金
剛
波
羅
蜜
多
者
、
此
云
到
彼
岸
也（

（2
（

」
と
説
か
れ
て
お
り
、 

そ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
金
剛
到
岸
菩
薩
」
は
「
金
剛
波
羅
蜜
多
菩
薩
」 

と
同
一
尊
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
こ
の
聞
き
な
れ
な
い

「
金
剛
到
岸
菩
薩
」
と
い
う
表
記
が
付
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
憶
測
を
交
え
て

私
見
を
示
し
て
み
る
な
ら
ば
、
隣
に
立
つ
慈
悲
相
の
菩
薩
に
「
金
剛
波
羅
蜜

菩
薩
」
と
墨
書
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
菩
薩
の
左
傍
ら
に
「
亦 

転
法
輪
菩
薩
」

と
記
す
と
と
も
に
、
当
該
尊
に
は
代
わ
り
得
る
尊
名
「
金
剛
到
岸
菩
薩
」
を
記

し
て
体
裁
を
整
え
た
よ
う
に
も
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と

き
、
筋
骨
隆
々
と
し
た
忿
怒
の
明
王
像
の
尊
名
は
四
図
い
ず
れ
に
お
い
て
も
不

空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
と
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
に
言
及
の
あ
る
「
五
方
菩
薩
」

と
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
四
図
と
補
作
さ
れ
た
一
図
（
南
方
図
）
を
含

ん
で
こ
れ
ら
が
「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
あ
る
い
は
「
仁
王
経
法
本
尊
像
」
と

総
称
さ
れ
る
こ
と
も
頷
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
各
図
は
不
空
新
訳
の

『
仁
王
経
』
と
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
五
方
菩
薩
」
と
、
こ

れ
に
対
応
す
る
「
王
輪
」
身
（
慈
悲
相
）
と
「
教
令
輪
」
身
（
忿
怒
相
）、
な
ら

び
に
従
者
を
伴
っ
た
眷
属
の
代
表
を
方
位
ご
と
に
一
図
の
内
に
描
き
出
し
た
集

合
図
像
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
問
題
が
無
い
訳
で
は
な
い
。
東
方
図
に
あ
ら
わ
れ
た
金
剛
手
菩
薩

と
北
方
図
の
金
剛
薬
叉
菩
薩
（
後
掲
挿
図
12
・
13
参
照
）
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

持
物
は
い
ず
れ
も
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
が
説
く
当
該
二
尊
の
持
物
の
記
述

と
合
致
し
て
お
ら
ず
（
前
出
の
表
１
参
照
）、
こ
と
に
後
者
に
あ
っ
て
は
六
臂
の

姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
不
空
訳
出
の『
仁
王
経
』は
も
と
よ
り『
仁

王
念
誦
儀
軌
』
に
も
言
及
が
な
い
。
ま
た
、
西
方
図
の
「
六
尊
尊
」（
大
威
徳

明
王
）
は
、
六
足
を
も
っ
て
足
下
左
右
の
蓮
華
上
に
踏
み
立
つ
姿
で
あ
ら
わ
さ

れ
て
お
り
（
後
掲
挿
図
17
参
照
）、
そ
の
こ
と
は
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
に
「
坐
水

牛
上
」
と
説
く
こ
と
と
異
な
っ
た
姿
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
に
も
何
ら
か
の
解
釈
が
必
要
と
な
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
に

及
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

ち
な
み
に
井
ノ
上
（
下
松
）
徹
氏
は
こ
の
四
図
に
描
か
れ
る
各
慈
悲
相
の
菩

薩
お
よ
び
神
将
の
描
写
の
う
ち
に
「
大
師
以
前
の
奈
良
時
代
の
伝
統
を
引
い
た

と
考
え
ら
れ
る
表
現
上
の
特
徴
」
を
見
出
し
て
い
る
が（

（2
（

、
そ
れ
は
「
唐
様
」
と

言
い
換
え
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
本
図
が
空
海
「
御
筆
様
」

と
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
一
顧
し
て
お
き
た
い
の
は
、
か
の
不
空
新

訳
の『
仁
王
経
』な
ら
び
に『
仁
王
念
誦
儀
軌
』の
日
本
へ
の
請
来
が
空
海
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
の
帰
朝
に
際
し
て
空
海
が

朝
廷
に
提
出
し
た
『
請
来
目
録
』
に
は
新
訳
等
経
一
四
二
部
二
四
七
巻（

（2
（

が
含
ま

れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
『
請
来
目
録
』
に
あ
っ
て
不
空
の
新
訳
経
類
は
『
貞
元

新
定
釈
教
目
録
（
以
下
、
貞
元
目
録
）』
と
ほ
ぼ
同
じ
配
列
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、

空
海
に
よ
る
不
空
の
新
訳
経
類
の
収
集
が
『
貞
元
目
録
』
を
参
照
し
な
が
ら
行

わ
れ
た
と
の
指
摘
が
あ
る（

（2
（

。
こ
の
不
空
の
新
訳
経
類
の
大
半
は
空
海
が
中
国
に

お
い
て
師
事
し
た
恵
果
の
拠
点
で
あ
っ
た
青
龍
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う（

（2
（

。
空
海
が
『
請
来
目
録
』
に
お
い
て
「
金
剛
頂
等
最
上
乗
密
蔵

経
」
と
そ
れ
ら
を
評
す
る
こ
と
も（

（2
（

そ
れ
ら
が
恵
果
所
伝
の
所
以
で
あ
ろ
う
。
言

う
ま
で
も
な
く
恵
果
は
不
空
の
付
法
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
「
金
剛
頂
等
最
上
乗

密
蔵
経
」
の
な
か
に
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
と
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
も
含
ま

れ
て
い
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
空
海
「
御
筆
様
」
と
さ
れ
る
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当
該
「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
は
、
そ
の
画
風
の
う
ち
に
「
唐
様
」
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
と
『
仁
王
念
誦
儀

軌
』の
実
修
に
際
し
て
の
本
尊
を
勧
請
す
る
際
に
参
考
と
す
べ
く
か
の
地
よ
り
、

そ
れ
ら
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
は
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
。
と
す
れ

ば
「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
は
、
空
海
の
録
外
請
来
品
と
い
う
位
置
づ
け
に
な

る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
空
海
入
唐
当
時
の
か
の
地
に
お
け
る
不
空
新
訳
の
『
仁

王
経
』
と
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
に
立
脚
し
た
仁
王
会
に
お
け
る
本
尊
図
像
の
一

端
を
伝
え
て
い
た
可
能
性
が
浮
上
す
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
請
来
図
像
に
あ
ら
わ
れ
た
「
五
方
菩
薩
」
へ
の
視
座

円
珍
請
来
の
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」
と
空
海
「
御
筆
様
」
の
「
仁
王
経
五
方
諸

尊
図
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
原
本
（
正
本
）
に
お
い
て
彩
色
本

で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
て
お
い
た
が
、
そ
の
こ
と
は
と
も
に
原

本
が
実
際
に
懸
用
さ
れ
儀
礼
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
認
識
に

立
っ
て
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
ら
わ
れ
た
「
五
方
菩
薩
」
を
抽
出
し
て
両
者
を

比
較
し
て
み
る
と
き
、
円
珍
請
来
本
に
あ
ら
わ
れ
た
五
体
の
菩
薩
（
挿
図
３
～

７
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
傍
ら
に
付
さ
れ
た
尊
名
に

お
い
て
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
と
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
五

方
菩
薩
」
の
尊
名
を
用
い
る
も
の
と
、
そ
の
「
王
輪
」
身
と
さ
れ
た
尊
格
の
尊

名
を
用
い
る
も
の
が
混
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
論
者
は
そ
の
こ
と
の
う
ち

に
「
五
方
菩
薩
」
が
慈
悲
相
を
も
っ
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
自
体
、
そ
れ
が

「
王
輪
」
身
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
た
訳
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
右
脚
を
上
に
し
た
密
教
尊
通
有
の
「
吉
祥
坐
」

の
坐
像
と
し
て
立
ち
現
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
空
海
の
「
御
筆
様
」
に
お
け
る
「
五
方
菩
薩
」（
挿
図
11
～
14
）
は
、

慈
悲
相
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
「
王
輪
」
身
と
は
全
く
別
の
尊
格
と
し
て
、
い

ず
れ
も
忿
怒
相
で
筋
骨
隆
々
と
し
た
立
像
の
姿
を
も
っ
て
顕
現
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
こ
の
両
者
に
見
る
「
五
方
菩
薩
」
の
姿
か
た
ち
が
一
に
帰
し
得
な
い
こ

と
の
う
ち
に
、
唐
代
仁
王
会
で
勧
請
を
み
た
で
あ
ろ
う
本
尊
図
像
の
多
様
性
の

一
端
を
そ
こ
に
認
め
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
た
だ
し
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
不
空
訳
の
『
仁
王
経
』
と
こ
れ
を
細
説
し
た
『
仁
王
念

誦
儀
軌
』
の
所
説
と
の
照
応
性
に
お
い
て
、
空
海
「
御
筆
様
」
の
「
仁
王
経
五

方
諸
尊
図
」
よ
り
も
円
珍
請
来
本
の
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」
の
方
が
極
め
て
厳
格

で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
と
相
ま
っ
て
見
過
ご
し
難
い
の
は
、
そ
こ
に

描
か
れ
た
菩
薩
の
細
部
の
描
出
に
あ
る
。
円
珍
請
来
本
の
「
五
方
菩
薩
」
で
は
、

両
肘
の
後
ろ
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
た
帛
布
、
そ
れ
は
耳
後
ろ
か
ら
垂
下
し
た
冠

繒
の
末
端
を
あ
ら
わ
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
末
端
に
は
数
条
に
及
ん

で
縫
い
糸
を
通
し
て
帛
布
が
撚よ

れ
な
い
よ
う
な
処
理
を
し
た
こ
と
を
示
す
「
段

線
」
文
様
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
縁
に
は
小
さ
な
鈴
も
し
く
は
珠
が
取
り

付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
「
胎
蔵
旧
図
様
」
の
諸
菩

薩
に
類
例
が
散
見
す
る
の
に
対
し
て
（
挿
図
８
）、「
現
図
」
胎
蔵
曼
荼
羅
に
あ

ら
わ
れ
た
諸
菩
薩
に
は
認
め
難
い
。

こ
れ
に
対
し
て
空
海
の
「
御
筆
様
」
に
見
る
慈
悲
相
の
菩
薩
の
面
貌
表
現

（
挿
図
９
）
に
お
い
て
は
、
鼻
梁
の
輪
郭
線
を
伴
わ
ず
に
鼻
先
（
両
鼻
翼
）
を
描

き
出
す
こ
と
に
留
め
な
が
ら
も
そ
の
空
白
に
鼻
梁
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
手
法

を
採
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
顎
の
括
り
線
の
下
端
あ
た
り
か
ら
両
頬
に
か
け
て

引
か
れ
た
曲
線
を
も
っ
て
丸
味
を
帯
び
た
豊
満
な
肉
取
り
を
現
出
さ
せ
て
い
る

こ
と
は
、「
現
図
」
胎
蔵
曼
荼
羅
に
あ
ら
わ
れ
た
諸
菩
薩
の
う
ち
に
同
様
の
手

法
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
挿
図
10
）。
加
え
て
空
海
「
御
筆
様
」
の
中
央

図
に
あ
ら
わ
れ
た
不
動
明
王
（
挿
図
15
）
が
、
六
花
を
頭
頂
に
戴
き
、
髪
を
総

髪
に
あ
ら
わ
し
て
弁
髪
を
左
耳
前
に
垂
下
さ
せ
つ
つ
、
こ
れ
を
七
結
と
し
、
両
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挿図 5　金剛波羅蜜菩薩（同） 挿図 4　虚空蔵菩薩（同） 挿図 3　金剛手菩薩（仁和寺本
『別尊雑記』所載「五菩薩五忿怒」
のうち）

挿図 8－⑴　寂静金剛
（胎蔵旧図様のうち）

挿図 7　摧一切魔恐菩薩（同） 挿図 6　文殊師利菩薩（同）

挿図 8－⑵　弥勒菩薩
（胎蔵旧図様のうち）

挿図 10　堅固深心菩薩 部分
（御室版 現図胎蔵曼荼羅より）

挿図 9　摧一切魔恐菩薩 面部
（醍醐寺本「仁王経五方諸尊図」
北方図 部分）
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眼
を
と
も
に
大
き
く
見
開
き
、
手
に
し
た
羂
索
の
一
端
に
取
り
付
け
た
環
に
、

も
う
ひ
と
つ
の
一
端
を
通
し
て
垂
下
さ
せ
る
点
や
、
後
頭
部
に
円
光
を
伴
い
つ

つ
、
台
座
の
背
後
に
ま
で
及
ん
で
迦
楼
羅
炎
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
台
座
は
岩
座

を
概
念
化
し
た
瑟
々
座
と
す
る
な
ど
点
に
お
い
て
、
立
・
坐
の
違
い
を
越
え
て

空
海
の
「
御
筆
様
」
の
そ
れ
は
、「
現
図
」
胎
蔵
曼
荼
羅
に
あ
ら
わ
れ
た
不
動

明
王
（
挿
図
16
）
と
図
像
の
系
統
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
も
改
め
て
留
意
さ

れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
両
図
の
特
徴
を
理
解
す
る
と
き
、
自
ず
と
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」

が
「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
よ
り
も
図
像
の
表
現
に
古
様
を
留
め
る
こ
と
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
円
珍
請
来
本
に
立
ち
現
れ
た
各
図
像
が
不
空
新

訳
の
『
仁
王
経
』
な
ら
び
に
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
の
所
説
に
厳
格
で
あ
ろ
う
と

し
た
こ
と
が
窺
え
る
点
（
既
述
）
を
あ
わ
せ
て
重
視
す
る
と
き
、
日
本
へ
の
請

来
に
つ
い
て
は
空
海
の
「
御
筆
様
」
と
さ
れ
る
「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
の
方

が
先
で
あ
っ
た
が
、
円
珍
請
来
の
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」
は
不
空
に
よ
っ
て
新
訳

が
な
っ
た
時
期
と
断
言
で
き
な
く
と
も
、
そ
れ
に
近
い
頃
の
仁
王
会
の
本
尊
図

像
を
伝
え
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
と
み
る

挿図 12　金剛薬叉菩薩
（同 北方図 部分）

挿図 14　金剛到岸菩薩
（同 中央図 部分）

挿図 11　金剛利菩薩（東寺本「仁
王経五方諸尊図」西方図 部分）

挿図 13　金剛手菩薩
（同 東方図 部分）
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と
き
、
そ
こ
に
立
ち
現
れ
た
「
五
方
菩
薩
」
が
す
べ
て
慈
悲
相
で
あ
ら
わ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
も
一
顧
す
べ
き
点
が
あ
る
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
不
空

訳
出
の
『
仁
王
経
』
が
新
訳
と
言
い
な
が
ら
も
、
そ
の
内
実
は
旧
訳
（
鳩
摩
羅

什
訳
）
の
そ
れ
を
再
治
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
き
、
円
珍
請
来
本

に
見
る
「
五
方
菩
薩
」
が
い
ず
れ
も
慈
悲
相
で
現
れ
得
た
こ
と
の
う
ち
に
、
旧

訳
（
鳩
摩
羅
什
訳
）
に
も
と
づ
く
仁
王
会
の
本
尊
で
あ
っ
た
五
大
力
菩
薩
の
面

影
を
継
承
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

不
空
の
訳
出
に
お
け
る
文
言
を
旧
訳
に
沿
い
つ
つ
リ
ラ
イ
ト
し
て
ゆ
く
あ
り
よ

う
を
思
え
ば
、
旧
訳
の
「
五
大
力
菩
薩
」
を
本
尊
と
し
た
仁
王
会
か
ら
、
新
訳

の
「
五
方
菩
薩
」
を
本
尊
と
し
た
仁
王
会
へ
の
移
行
に
あ
た
り
、
本
尊
の
劇
的

な
転
換
を
求
め
る
よ
り
は
、
そ
れ
ま
で
の
慣
れ
親
し
ん
だ
「
慈
悲
相
」
を
継
承

し
つ
つ
、
そ
こ
に
新
た
な
密
教
の
属
性
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
似
て
非
な
る
慈

悲
相
の
「
五
方
菩
薩
」
を
現
出
せ
し
め
た
こ
と
を
、
か
の
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」

の
図
像
は
伝
え
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
う
と
み
る
と
き
、
空
海
の
「
御
筆
様
」
の
「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
な
か
に
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
な
ら
び
に
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』

の
文
言
と
の
厳
格
な
適
合
性
が
求
め
ら
れ
な
い
図
像
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に

つ
い
て
も
（
既
述
）
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
図

像
の
う
ち
、「
西
方
」図
の
大
威
徳
明
王（
挿
図
17
）が
、
不
空
新
訳
の『
仁
王
経
』

を
細
説
し
た
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
の
所
説
で
は
「
坐
水
牛
上
」
と
規
定
が
な
さ

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
容
態
は
「
東
方
」
図
と
「
北
方
」
図
に
あ

ら
わ
れ
た
降
三
世
明
王
と
金
剛
夜
叉
明
王
に
体
勢
を
合
わ
せ
て
お
り
、
そ
れ
が

見
た
目
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
の
改
変
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
際
、
水
牛
に
騎
乗
し
な
い
立
像
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
点
に
、
当
時
、
既
に
古

様
と
な
っ
て
い
た
大
威
徳
明
王
の
図
像（

（2
（

が
改
め
て
参
考
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ

ろ
う
。
そ
う
と
み
る
と
き
、「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
に
あ
ら
わ
れ
た
「
五
方

挿図 17　大威徳明王（東寺本「仁
王経五方諸尊図」西方図 部分）

挿図 16　不動明王（御室版 
現図胎蔵曼荼羅より）

挿図 15　不動明王（東寺本「仁
王経五方諸尊図」 中央図 部分）
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菩
薩
」
が
筋
骨
隆
々
と
し
た
忿
怒
形
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
こ

こ
で
西
明
寺
沙
門
円
測
（
六
一
三
～
六
九
六
）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
旧
訳
（
鳩

摩
羅
什
訳
）
に
立
脚
し
た
『
仁
王
経
疏
』
に
お
い
て
、「
五
大
力
菩
薩
」
を
「
五

大
力
士
」と
捉
え
て
い
た
こ
と（

（2
（

は
示
唆
的
と
い
え
よ
う
。
筋
骨
隆
々
と
し
た「
五

方
菩
薩
」
の
肉
身
表
現
の
う
ち
に
、
そ
の
反
映
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
み

る
の
も
一
案
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
不
空
訳
出
後
の
『
仁
王
経
』

と
『
仁
王
念
誦
儀
軌
』
の
所
説
を
反
映
さ
せ
た
仁
王
会
が
運
用
さ
れ
て
ゆ
く
過

程
で
、
厳
格
な
原
文
踏
襲
主
義
か
ら
、
む
し
ろ
儀
礼
の
会
場
で
の
効
果
を
求
め

て
の
改
変
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
考
え
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、「
金
剛
薬
叉

菩
薩
」
が
経
軌
の
所
説
通
り
と
は
言
い
難
い
六
臂
と
な
る
こ
と
や
、
金
剛
手
菩

薩
の
両
手
持
物
（
火
焔
を
伴
う
直
剣
と
蓮
台
付
輪
宝
）
に
つ
い
て
も
、
論
者
は
そ

れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
経
説
等
を
補
足
的
に
取
り
込
ん
で
の
改
変
で
あ
っ
た
の
か

明
ら
か
に
す
る
材
料
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
研
究
に
課
題
を
委
ね
る
こ
と

に
な
る
が
、
や
は
り
同
様
の
趨
勢
・
動
向
の
な
か
で
の
改
変
で
あ
っ
た
よ
う
に

考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
図
像
の
改
変
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
か
の
地

で
の
密
教
継
承
の
過
程
で
、
不
空
の
付
法
で
あ
っ
た
恵
果
に
よ
っ
て
、
先
行
す

る
胎
蔵
図
像
あ
る
い
は
胎
蔵
旧
図
様
の
曼
荼
羅
か
ら
「
現
図
」
胎
蔵
曼
荼
羅
へ

と
再
編
と
図
像
の
改
変
・
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る（

（3
（

。
不
空
に
よ
る

新
訳
『
仁
王
経
』
に
立
脚
し
た
唐
代
仁
王
会
が
運
用
さ
れ
て
い
く
過
程
で
本
尊

図
像
の
改
変
・
改
訂
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
不
空
か
ら
恵
果
へ
の
密
教

継
承
の
も
と
で
起
こ
り
得
た
可
能
性
は
十
分
に
想
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

恵
果
に
師
事
し
、
不
空
に
よ
る
新
訳
経
類
を
含
む「
金
剛
頂
等
最
上
乗
密
蔵
経
」

を
恵
果
よ
り
書
写
と
い
う
か
た
ち
で
情
報
継
承
し
て
い
た
空
海
の
録
外
請
来
品

の
な
か
に
、「
仁
王
経
五
方
諸
尊
図
」
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
奇
異
な
こ

と
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
る
の
で
あ
る
。

四
、
日
本
に
お
け
る
「
五
大
力
菩
薩
」
を
め
ぐ
っ
て

中
国
本
土
に
お
け
る
唐
代
仁
王
会
に
際
し
て
勧
請
を
み
た
「
五
方
菩
薩
」
の

尊
容
の
一
端
を
円
珍
請
来
本
の
「
五
菩
薩
五
忿
怒
」
と
空
海
「
御
筆
様
」
の
「
仁

王
経
五
方
諸
尊
図
」
の
う
ち
に
求
め
つ
つ
、
そ
の
検
討
の
過
程
で
、
あ
わ
せ
て

不
空
訳
経
以
前
の
旧
訳
（
鳩
摩
羅
什
訳
）
に
も
と
づ
く
仁
王
会
の
本
尊
と
な
り

得
た
で
あ
ろ
う
「
五
大
力
菩
薩
」
の
尊
容
に
つ
い
て
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
私
見

を
示
し
得
た
よ
う
に
考
え
る
。
も
と
よ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
国
家
レ
ベ
ル

で
『
仁
王
経
』
は
受
容
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
旧
訳
か
ら
不
空
新
訳
へ
と
転
換

を
迎
え
る
の
は
、
天
長
元
年
（
八
二
四
）
に
朝
廷
が
図
書
寮
に
対
し
て
書
写
す

る
年
料
経
を
の
う
ち
、
旧
訳
で
の
『
仁
王
経
』
の
書
写
を
停と

め
、
空
海
の
進
言

に
し
た
が
っ
て
新
訳
経
（
不
空
訳
）
で
の
書
写
を
命
じ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る

と
い
う（

（3
（

。
ち
な
み
に
、
国
家
行
事
と
し
て
の
仁
王
会
の
は
じ
ま
り
は
、
斉
明
天

皇
六
年
（
六
六
〇
）
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た（

（3
（

。
と
す
れ
ば
以
来
、
天
長
二
年
迄
、

旧
訳
（
鳩
摩
羅
什
訳
）
に
依
拠
し
て
仁
王
会
が
挙
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る（

（3
（

。
こ

の
間
に
あ
っ
て
「
五
大
力
菩
薩
」
の
造
像
が
史
料
上
に
お
い
て
確
認
で
き
る
の

は
二
度
あ
る
。
一
つ
は
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
三
月
二
十
八
日
付
「
仁
王

会
所
注
」
に
述
べ
ら
れ
る
「
仁
王
会
所 

合
仏
五
十
一
像
之
中 

五
像
五
大
力
菩

薩
、
菩
薩
別
裏
布
各
八
尺
、
卌
六
像
仏
、
仏
別
裏
帛
六
尺
」
で
あ
り（

（3
（

、
そ
れ

は
『
続
日
本
紀
』
の
同
月
庚
午
（
二
十
九
日
）
条
の
「
於
東
大
寺
、
設
百
高
座
、

講
仁
王
経（

（3
（

」
と
あ
る
こ
と
に
関
わ
り
、
そ
の
準
備
の
た
め
の
記
録
で
あ
っ
た
と

み
な
さ
れ
よ
う
。
い
ま
一
つ
は
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
三
月
十
九
日
付
「
堂

装
束
不
堪
注
文
」
に
見
え
る
「
五
大
菩
薩
五
軀
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
仏
像

百
軀
」「
机
百
前
」「
高
座
百
基
」「
前
机
百
前
、
花
香
机
百
前
、
礼
版マ

マ

百
前
」

を
併
記
し
て
お
り（

（3
（

、
旧
訳
（
鳩
摩
羅
什
訳
）、
新
訳
（
不
空
訳
）
と
も
に
、
仁
王

会
に
際
し
て
「
百
法
師
」
の
招
聘
の
た
め
の
高
座
の
用
意
に
つ
い
て
言
及
が
な
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さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
か
つ
、
わ
が
国
に
お
け
る
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
の
受
容
が

天
長
元
年
（
八
二
四
）
ま
で
俟
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
前
者
（
天

平
勝
宝
五
年
の
史
料
）に
あ
ら
わ
れ
た「
五
大
力
菩
薩
」は
も
と
よ
り
、
後
者（
天

平
宝
字
四
年
の
史
料
）
の
「
五
大
菩
薩
」
も
旧
訳
（
鳩
摩
羅
什
訳
）
に
よ
る
「
五

大
力
菩
薩
」
の
造
像
で
あ
っ
た
こ
と
を
疑
う
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に

至
っ
て
、
そ
の
造
像
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
は
、
中
国
に
お
い
て
不
空
新
訳
に

切
り
替
わ
る
以
前
の
「
五
大
力
菩
薩
」
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
後
に
本
尊
と
し

て
要
請
さ
れ
た
「
五
方
菩
薩
」
に
あ
っ
て
も
、
わ
が
国
で
受
容
を
み
た
主
尊
を

坐
像
と
し
、
こ
れ
に
「
丁
字
立
」
ち
す
る
四
尊
が
付
き
従
う
様
態
で
、
と
も
に

忿
怒
炎
髪
を
も
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
明
王
形
の
「
五
大
力
菩
薩
」
と
直
接
結
び

つ
く
も
の
で
な
い
こ
と
は
本
論
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
畢
竟
、
そ
れ
は

日
本
独
自
の
尊
格
で
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
そ
れ
が

記
録
に
残
る
奈
良
時
代
の
「
五
大
力
菩
薩
」
の
造
像
に
直
結
す
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
考
察
を
踏
ま
え
て
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が

あ
る
と
い
え
よ
う（

（3
（

。

註（
１
）�

津
田
徹
英
「
茨
城
・
五
大
堂
五
大
力
菩
薩
像
（
治
承
二
年
銘
）」『
平
安
密
教
彫
刻

論
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
五
三
一
～
五
六
八
頁
（
初
出
は
『
國

華
』
一
三
二
六
号
・
特
輯 

常
陸
の
佛
像
、
國
華
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
２
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
33
─
四
三
〇
b
～
ｃ
。

（
３
）�

友
永
植
「
不
空
訳
「
仁
王
護
國
般
若
波
羅
蜜
多
經
」
小
考
」
『
別
府
大
学
紀
要
』

三
五
号
、
一
九
九
四
年
。

（
４
）�

長
部
和
夫
『
唐
代
密
教
史
雑
考
』
北
辰
堂
、
一
九
九
〇
年
（
九
〇
～
九
四
頁
）。

（
５
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
８
─
八
三
三
a
、
八
四
三
b
～
ｃ
。

（
６
）�

な
お
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
本
で
は
、
南
方
金
剛
宝
菩
薩
の
持
物
か
ら
放
す
る

光
に
つ
い
て
「
日
色
」
と
表
記
す
る
が
、
訳
出
時
に
不
空
の
口
述
を
筆
記
し
文
章

を
ま
と
め
た
良
賁
が
訳
出
の
成
っ
た
翌
年
に
撰
述
し
た
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜

多
経
疏
』
で
は
当
該
菩
薩
の
持
物
か
ら
放
す
る
光
色
に
つ
い
て
「
白
色
」
と
し
て

お
り
、
こ
ち
ら
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
33
─
五
一
六
a
）。

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
本
の
不
空
新
訳
の
『
仁
王
経
』
の
当
該
箇
所
は
底
本
の
誤

写
と
み
ら
れ
る
。

（
７
）
註
４
の
長
部
和
男
前
掲
書
九
二
頁
。

（
８
）�

こ
の
う
ち
、
金
剛
手
菩
薩
が
金
剛
薩
埵
の
異
名
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

（
９
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
19
─
五
一
四
a
～
五
一
五
a
。

（
10
）�

中
田
美
絵
「
唐
朝
政
治
史
上
の
『
仁
王
経
』
翻
訳
と
法
会
─
内
廷
勢
力
専
権
の
過

程
と
仏
教
─
」『
史
学
雑
誌
』
一
一
五
巻
三
号
、
史
学
会
、
二
〇
〇
六
年
。

（
11
）�

註
10
の
中
田
美
絵
前
掲
論
文
。

（
12
）�

円
珍
の
入
唐
中
の
行
実
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
有
清
『
智
証
大
師
伝
の
研
究
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
二
一
四
～
三
五
五
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
13
）�

山
岸
公
基「
同
聚
院（
旧
法
性
寺
五
大
堂
）不
動
明
王
像
の
造
立
と
そ
の
意
義
」『
美

術
史
』
一
二
八
冊
、
美
術
史
学
会
、
一
九
九
〇
年
。

（
14
）�

す
な
わ
ち
、
降
三
世
明
王
像
の
画
絹
裏
に
は
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
六
月
十
日

に
開
眼
供
養
を
了
え
た
旨
の
墨
書
銘
が
、
軍
荼
利
明
王
像
の
画
絹
裏
に
は
同
四

年
（
一
〇
九
〇
）
六
月
一
日
の
開
眼
に
か
か
わ
る
墨
書
銘
が
存
在
す
る
。

（
15
）�

例
え
ば
安
然
（
八
四
一
～
九
一
五
頃
）
撰
述
の
『
金
剛
峰
樓
閣
一
切
瑜
祇
經
修
行

法
』
で
は
「
淨
身
金
剛
」
に
割
書
を
付
し
て
「
仁
王
云
金
剛
薬
叉
」
と
記
し
て
い

る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
61
─
四
八
六
a
）。

（
16
）�『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
79
─
四
七
九
c
。

（
17
）�

錦
織
亮
介
「
仁
王
経
曼
荼
羅
図
の
形
式
─
儀
軌
と
図
像
の
間
─
」『
佛
教
藝
術
』

一
〇
一
号
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
。

（
18
）�

高
田
修
「
東
寺
講
堂
の
諸
尊
と
そ
の
密
教
的
意
義
」『
美
術
研
究
』
二
五
三
号
、

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
六
八
年
。
錦
織
亮
介
「
御
筆
本
仁
王
経
五
方

諸
尊
図
考
」『
哲
学
年
報
』
三
三
輯
、
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
、

一
九
七
四
年
。
井
ノ
上
（
下
松
）
徹
「
仁
王
経
図
像
の
伝
来
─
仁
王
経
五
方
諸
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唐
代 

仁
王
会
本
尊
考

尊
図
を
中
心
と
し
て
─
」『
研
究
発
表
と
座
談
会 

明
王
の
図
像
（
仏
教
美
術
研
究

上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
報
告
書
第
二
十
六
冊
）』
一
九
九
六
年
。
中
野
玄
三

「
東
寺
本
仁
王
経
五
方
諸
尊
像
論
」『
続
日
本
仏
教
美
術
史
研
究
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
六
年
、
一
九
九
～
二
三
四
頁
。
初
出
は
『
南
都
佛
教
』
七
四
・
七
五
号
、

同
研
究
会
、
一
九
九
七
年
）。

（
19
）
詳
細
に
つ
い
て
は
註
18
の
前
掲
諸
氏
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
）
詳
細
に
つ
い
て
は
註
18
の
前
掲
諸
氏
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）
註
18
の
錦
織
亮
介
前
掲
論
文
。

（
22
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
19
─
五
一
四
c
。

（
23
）
註
18
の
井
ノ
上
（
下
松
）
徹
前
掲
論
文
。

（
24
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
一
〇
六
〇
c
。

（
25
）�

西
本
昌
弘
「
空
海
請
来
不
空
・
般
若
新
訳
経
の
書
写
と
公
認
─
一
代
一
度
仁
王
会

の
成
立
と
も
関
係
し
て
─
」『
日
本
古
代
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
（
関
西
大
学

東
西
学
術
研
究
叢
刊
46
）』
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
（
一
三
五
頁
）。

（
26
）
註
25
の
西
本
昌
弘
前
掲
論
文
（
同
前
掲
書
一
三
五
頁
）。

（
27
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
55
─
一
〇
六
五
b
。

（
28
）�

そ
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
統
一
新
羅
時
代
の
大
威
徳
明
王
像
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
津
田
徹
英
「
統
一
新
羅
時
代
に
お
け
る
八
金
剛

な
ら
び
に
八
大
明
王
の
造
像
」『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論
集 

東
ア
ジ
ア
Ⅵ 

朝
鮮
半

島
』
井
手
誠
之
輔
・
朴
亨
國 

責
任
編
集
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
八
年

（
二
二
〇
～
二
二
一
頁
）。

（
29
）�『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
33
─
四
二
三
c
。

（
30
）
石
田
尚
豊
『
曼
荼
羅
の
研
究
』
研
究
篇
、
東
京
美
術
、
一
九
七
五
年
。

（
31
）
註
25
の
西
本
昌
弘
前
掲
論
文
（
同
前
掲
書
一
四
四
〜
一
四
五
頁
）。

（
32
）�『
日
本
書
紀
』
斉
明
天
皇
六
年
五
月
条
に
は
「
是
月
、
有
司
奉
勅
、
造
一
百
高
座

一
百
納
袈
裟
、
設
仁
王
般
若
之
会
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
新
訂
増
補 

国
史
大
系

〈
普
及
版
〉』
日
本
書
紀 

後
篇
、
二
七
三
頁
）。

（
33
）�

古
代
に
お
け
る
仁
王
経
の
受
容
と
仁
王
会
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
を
参
照
し

た
。
難
波
俊
成
「
わ
が
国
に
お
け
る
仁
王
経
受
容
過
程
の
一
考
察 

そ
の
一
」『
元

興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
年
報
』
六
冊
、
同
研
究
所
、
一
九
七
二
年
。
中
林
隆

之「
古
代
日
本
の
仁
王
会
」『
正
倉
院
研
究
』六
号
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。

（
34
）『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
文
書
）
一
二
巻
、
四
二
八
～
四
二
九
頁
。

（
35
）『
新
訂
増
補 

国
史
大
系
』
巻
二
、二
一
七
頁
。

（
36
）『
大
日
本
古
文
書
』（
編
年
文
書
）
四
巻
、
四
一
二
～
四
一
三
頁
。

（
37
）�

す
な
わ
ち
、
旧
訳
（
鳩
摩
羅
什
訳
）『
仁
王
経
』
護
国
品
第
五
に
は
「
当
請
百
仏

像
百
菩
薩
像
百
羅
漢
像
、
百
比
丘
衆
四
大
衆
七
衆
共
聴
、
請
百
法
師
講
般
若
波

羅
蜜
、
百
師
子
吼
高
座
前
、
燃
百
燈
燒
百
和
香
、
百
種
色
花
、
以
用
供
養
三
宝
」

（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
８
─
八
三
〇
a
）
と
あ
り
、
新
訳
（
不
空
訳
）『
仁
王
経
』

護
国
品
第
五
に
は
「
讀
誦
此
般
若
波
羅
蜜
多
、
厳
飾
道
場
置
百
仏
像
百
菩
薩
像
百

師
子
座
、
請
百
法
師
解
説
此
経
、
於
諸
座
前
然
種
種
燈
、
燒
種
種
香
、
散
諸
雜

花
、
広
大
供
養
」（『
同
』
８
─
八
四
〇
a
）
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
38
）�

日
本
の
五
大
力
菩
薩
に
つ
い
て
の
主
要
研
究
論
文
は
以
下
の
通
り
。
こ
の
う
ち
、

図
像
そ
の
も
の
の
成
立
に
つ
い
て
奈
良
時
代
に
遡
る
可
能
性
に
言
及
し
た
も
の

に
下
松
徹
論
文
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
平
安
時
代
に
下
る
と
の
見
解
を
示
し

た
も
の
に
泉
武
夫
論
文
が
あ
る
。
佐
和
隆
研
『
日
本
の
仏
像
（
日
本
歴
史
新
書

一
〇
七
）』
至
文
堂
、
一
九
六
三
年
（
七
七
～
七
八
頁
）。
田
中
豊
蔵
「
野
山
の

五
大
力
菩
薩
の
考
」『
日
本
美
術
の
研
究
』
二
玄
社
、
一
九
六
〇
年
、
九
一
〜

一
〇
〇
頁
（
初
出
は
『
國
華
』
三
六
〇
号
、
一
九
二
〇
年
）。
亀
田
孜
「
麻
布
墨

畫
菩
薩
像
と
仁
王
會
と
」『
日
本
仏
教
美
術
史
叙
説
』
學
藝
書
林
、
一
九
七
〇
年
、

六
三
～
七
三
頁
（
初
出
は
『
國
華
』
六
五
九
・
六
六
〇
号
、
一
九
四
七
年
）。
濱

田
隆「
五
大
力
菩
薩
図
像
と
高
野
山
国
宝
像
」『
國
華
』八
〇
七
号
、
一
九
五
九
年
。

同
「
五
大
力
菩
薩
像
中
尊
金
剛
吼
菩
薩
像
」『
國
華
』
八
一
八
号
、
一
九
六
〇
年
。

中
野
玄
三
「
仁
王
経
法
と
不
動
明
王
像
」（
註
18
の
前
掲
書
一
六
八
～
一
九
八

頁
、
初
出
は
『
密
教
美
術
大
観
』
第
三
巻
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）。
下

松
徹
「
五
大
力
菩
薩
画
像
に
つ
い
て
─
像
容
と
体
裁
の
問
題
を
中
心
と
し
て
─
」

『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
号
、
一
九
九
四
年
。
安
嶋
紀
昭
「
有

志
八
幡
講
十
八
箇
院
所
蔵 

五
大
力
菩
薩
画
像
の
調
査
研
究
」『
鹿
島
美
術
研
究
年

報
』
一
三
号
別
冊
、
鹿
島
美
術
財
団
、
一
九
九
六
年
。
同
「
空
海
時
代
の
密
教
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絵
画
」『
日
本
密
教
（
シ
リ
ー
ズ
密
教
４
）』
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
泉
武
夫

「
五
大
力
画
像
を
め
ぐ
っ
て
」『
研
究
発
表
と
座
談
会 

空
海
の
思
想
と
か
た
ち
（
仏

教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
報
告
書
三
一
冊
）』
二
〇
〇
四
年
。
同
「
五
大
力
菩

薩
画
像
を
め
ぐ
る
基
礎
的
考
察
」『
仏
画
の
尊
容
表
現
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
一
〇
年
、
四
一
～
七
二
頁（
初
出
は『
國
華
』一
三
一
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
）。


